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都
営
住
宅
地
元
募
集
分
の
入

居
者
を
募
集
し
ま
す
。
今
回
は

家
族
向
け
（
２
人
以
上
）
の
み

で
す
。
単
身
者
向
け
の
住
宅
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
【
募
集
住
戸
】八
幡
町
第
２
ア

パ
ー
ト
（
下
里
１
ノ
４
）、
１
戸

　
【
申
し
込
み
資
格
】次
の
す
べ

て
に
該
当
す
る
こ
と
。
①
申
込

者
本
人
が
市
内
に
居
住
す
る
成

年
者
（　

歳
未
満
の
既
婚
者
含

２０

む
）
で
あ
る
こ
と
②
同
居
親
族

が
い
る
こ
と
③
世
帯
の
所
得
合

計
が
一
定
基
準
内
で
あ
る
こ
と

④
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
⑤

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

　
【
申
込
用
紙
等
の
配
布
】　

月
１１

　

日
（
木
）
〜　

日
（
木
）
に

１５

２２

地
域
政
策
課
（
市
役
所
５
階
）、

上
の
原
・
ひ
ば
り
が
丘
・
滝
山

の
各
連
絡
所
で
配
布

　

申
し
込
み
は　

月　

日（
火
）

１１

２７

ま
で
に
（
必
着
）、
所
定
の
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
課

あ
て
郵
送
を
（
窓
口
で
の
受
け

付
け
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

詳
し
く
は
同
課
住
宅
政
策
係

�
４
７
０
・
７
７
６
４
へ
。

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

地
元
募
集
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◆
ス
マ
ー
ト
な
話
し
方

と
練
習
（
東
久
留
米
話
し

方
ク
ラ
ブ
）　

毎
月
第
１
・

第
３
月
曜
日
の
午
後
７
時

〜
９
時
、
東
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０

０
円
、
会
費
月
１
５
０
０

円
。
詳
し
く
は
上
屋
（
か

み
や
）�
４
７
６
・
０
６

９
３
へ
。

　

◆
籐
（
と
う
）
工
芸
あ

じ
ろ
会　

月
２
回
、
①
第

１
・
第
３
月
曜
日
が
男
女

平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
②
第

１
・
第
３
土
曜
日
が
浅
間

町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
い

ず
れ
も
午
前　

時
〜
正
午
。

１０

会
費
月
２
０
０
０
円
。
高

齢
者
・
初
心
者
歓
迎
。
詳

し
く
は
川
口�
４
７
１
・

７
２
３
９
へ
。

　

◆
楽
し
い
中
国
語
勉
強

会　

毎
週
月
曜
日
の
午
前

９
時
半
〜　

時
半
、
中
央

１１

町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
会

費
月
３
０
０
０
円
。　

世
２１

紀
中
国
の
課
題
応
用
編
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
式
。
中

国
語
で
話
し
た
い
方
。
詳

し
く
は
石
（
い
し
）�
４

７
６
・
７
２
３
３
へ
。

　

◆
中
国
語
同
好
会　

毎

月
第
１
〜
第
４
日
曜
日
の

午
前　

時
半
〜
正
午
、
中

１０

央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
１
回
５
０
０
円
。
各

回
完
結
型
の
学
習
。
日
本

語
と
の
関
連
を
重
視
。
詳

し
く
は
大
野
木�
４
６

２
・
４
１
９
８
（
午
後
７

時
以
降
）
へ
。

　

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演
芸

出
前
（
く
る
め
一
芸
会
）

　

定
例
会
が
毎
月
第
１
水

曜
日
の
午
後
７
時
〜
８
時
、

田
端
宅（
滝
山
五
丁
目
）で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会

費
月
３
０
０
円
。
趣
味
を

生
か
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
（
年
間　

回
く
ら
い
）。

２０

詳
し
く
は
田
端�
４
７

３
・
２
４
０
３
へ
。

　

◆
大
正
琴
（
琴
伝
流
和

〈
な
ご
み
〉
会
）　

毎
月

第
１
・
第
３
①
月
曜
日
が

中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
②

木
曜
日
が
都
営
前
沢
二
丁

目
ア
パ
ー
ト
集
会
室
で
。

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か

ら
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。

初
心
者
、
中
高
年
歓
迎
。

詳
し
く
は
安
中
（
あ
ん
な

か
）�
４
７
２
・
５
２
４

３
へ
。

　

◆
リ
ラ
ッ
ク
ス
健
康
体

操
の
会　

月
３
回
、
日
曜

日
の
午
後
１
時
半
〜
３
時
、

西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会

費
月
２
０
０
０
円
、
雑
費

３
０
０
円
。
女
性
の
み
。

整
体
ヨ
ガ
、気
功
、太
極
拳
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ツ
ボ
体
操
。
詳
し

く
は
池
田�
４
７
５
・
８

２
５
０
へ
。

 　

◆
バ
ザ
ー
（
上
の
原
保

育
園
父
母
の
会
）　
　

月
１１

　

日
（
日
）
午
前　

時
〜

２５

１０

午
後
１
時
、
同
園
園
庭
で
。

雨
天
の
場
合
は
園
内
で
開

催
。
午
前　

時
半
か
ら
模

１０

擬
店
開
店
（
チ
ケ
ッ
ト
制
）。

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
開
催
。

詳
し
く
は
平
川�
４
７

０
・
１
６
６
３
へ
。

　

◆
バ
ザ
ー
（
東
久
留
米

市
学
童
保
育
所
父
母
の
会

連
合
会
）　
　

月　

日

１１

２５

（
日
）
午
前　

時
〜
午
後

１０

２
時
、
滝
山
団
地
セ
ン
タ

ー
前
広
場（
滝
山
四
丁
目
）

で
。
雨
天
決
行
。
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
・
焼
そ
ば
・
雑

貨
な
ど
出
店
予
定
。
詳
し

く
は
武
田�
４
７
５
・
８

０
９
２
へ
。

　

◆
手
づ
く
り
ク
リ
ス
マ

ス
展
（
マ
チ
ュ
ー
ル
）　

　

月　

日
（
土
）
が
午
後

１１

２４

１
時
〜
６
時
、　

日
（
日
）

２５

が
午
前　

時
〜
午
後
６
時
、

１０

　

日
（
月
）
が
午
前　

時

２６

１０

〜
正
午
、
ス
ペ
ー
ス
１
０

５
で
。
入
場
無
料
。
ク
リ

ス
マ
ス
作
品
展
示
・
雑
貨

販
売
。
詳
し
く
は
本
多�

４
７
３
・
３
６
４
８
へ
。

　

◆
リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
市
民
あ

お
ぞ
ら
市
の
会
）　
　

月
１１

　

日
（
日
）
午
前　

時
〜

１８

１０

午
後
２
時
、
市
役
所
１
階

屋
外
ひ
ろ
ば
で
。
詳
し
く

は
白
石�
４
７
４
・
９
５

２
０
へ
。

　

◆
バ
ザ
ー
（
は
く
さ
ん

保
育
園
父
母
の
会
）　
　
１１

月　

日
（
祝
）
午
前　

時

２３

１０

半
〜
午
後
２
時
、
同
園
で
。

入
場
無
料
。
各
種
食
べ
物
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
や
子
ど
も

向
け
ゲ
ー
ム
等
。
詳
し
く

は
同
会
・
佐
藤�
４
７
６
・

７
１
７
９
へ
。

　

◆
バ
ザ
ー
（
し
ん
か
わ

保
育
園
父
母
の
会
）　
　
１１

月　

日
（
日
）
午
前　

時

２５

１０

半
〜
午
後
零
時
半
、
同
園

で
。
雨
天
決
行
。
駐
車
場

な
し
。
徒
歩
ま
た
は
自
転

車
で
来
場
を
。
詳
し
く
は

同
園
・
大
場�
４
７
４
・

６
６
５
４
へ
。

　

◆
思
い
出
の
東
久
留
米

駅
西
口
開
発
・
写
真
展（
東

久
留
米
地
域
社
会
勉
強

会
）　
　

月　

日
（
日
）

１１

２５

が
正
午
〜
午
後
８
時
、　
２６

日
（
月
）
が
午
前　

時
〜

１０

午
後
８
時
、　

日
（
火
）

２７

が
午
前　

時
〜
午
後
４
時
、

１０

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
。

入
場
無
料
。
詳
し
く
は
高

原�
０
９
０
・
２
４
７
６
・

５
１
６
４
へ
。

　

◆
大
人
の
た
め
の
お
は

な
し
会
（
東
久
留
米
地
域

文
庫
親
子
読
書
連
絡
会
）

　
　

月　

日
（
月
）
午
前

１１

２６

　

時
〜
正
午
、
宝
泉
寺
本

１０堂
（
神
宝
町
二
丁
目
）
で
。

参
加
費
無
料
。
１
歳
か
ら

保
育
あ
り
。
詳
し
く
は
山

口�
４
５
８
・
８
３
０
１

へ
。

　

◆
み
ん
な
の
う
た
ご
え

喫
茶（
う
た
の
広
場
の
会
）

　
　

月
９
日
（
日
）
午
後

１２
２
時
〜
４
時
、
市
役
所
１

階
屋
内
ひ
ろ
ば
で
。
参
加

費
３
０
０
円
（
紅
茶
、
ケ

ー
キ
、
貸
し
出
し
歌
集
代
）。

定
員
１
０
０
人
。
詳
し
く

は
小
坂�
４
７
７
・
４
７

７
１
へ
。

　

◆
み
ん
な
で
う
た
お
う

コ
ン
サ
ー
ト
（
東
久
留
米

う
た
う
会
）　
　

月
２
日

１２

（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

　

分
、
西
部
地
域
セ
ン
タ

１５ー
音
楽
室
で
。
参
加
費
３

０
０
円
（
茶
菓
子
付
き
）。

詳
し
く
は
中
村�
４
７

５
・
１
３
１
６
へ
。

　　　　　　　　　　　 中小企業への融資制度一覧　　　  　　１９年４月１日現在
融資期間利　 率融資限度額融資対象融 資 要 件制度・条件

５年以内
（据え置き３
カ月を含む）

２．０２５％
本人１．０２５％
市支給１．０％

　５００万円

事業に必要な原材料の仕
入金および給料の支払い
に必要な資金等の流動的
な資金

①個人の場合は、市内に引き続き
１年以上住所を有し、かつ事業
所を市内または隣接５市に有す
ること。法人の場合は、市内に
引き続き１年以上本店所在地を
有すること
②同一事業を引き続き１年以上営
んでいること
③市税の納税義務者で、すでに納
期の経過した分の市税を完納し
ていること
④適切な事業計画を有し、返済見
込みが確実であること
⑤東京信用保証協会または、東京
都農業信用基金協会の保証を得
られること

運転資金

中

小

企

業

資

金

融

資

７年以内
（据え置き６
カ月を含む）

　７００万円
店舗、工場または倉庫の
増改築および機械器具等
の購入に必要な資金

設備資金

６カ月以内
（据え置きな
し）

　２００万円
従業員の夏季または冬季
の一時金支払いに必要な
資金

ボーナス
資　　金

８年以内
（据え置き１
年を含む）２．０２５％

本人１．０２５％
市支給１．０％

　７００万円
工場等において、公害防
止に必要な設備を行うた
めの資金

公害防止
設備資金

１０年以内
（据え置き１
年を含む）

３，０００万円

街路灯、アーケード、駐
車施設、従業員厚生施設、
その他共同事業に必要な
資金

商　店　街
振興資金

５年以内
（据え置き６
カ月を含む）

２．０２５％
本人１．０２５％
市支給１．０％

　３００万円

事業を新規に開始（事業
を開始して１年未満の方
も含む）するために、必
要な原材料および商品の
仕入金ならびに給料の支
払いに必要な資金等の流
動的な資金

上記③・④・⑤および
・市内に引き続き２年以上住所を
有する方
・同一企業に５年以上勤務し、市
内で同一事業を営もうとする方、
または法律に基づく資格を有す
る方で、その事業を創業する方

新規開業
運転資金

５年以内
（据え置き１
年を含む）

２．０２５％
本人０．６７５％
市支給１．３５％

　５００万円

運転資金（事業に必要な
原材料の仕入金および給
料の支払いに必要な資金
等の流動的な資金）

上記①・②・③・④・⑤および
・最近３カ月間または１年間の売
上高（生産高）が、前３年のい
ずれかの同期と比較して１０％以
上減少していること

緊急資金

不
況
対
策

※返済方法は、いずれの制度とも割賦償還。
※利率の適用は融資実行年月日の該当する年度となります。

　

市
で
は
、市
内
の
中
小
企
業（
金

融
保
険
業
、
不
動
産
業
、
風
俗
営

業
を
除
く
）
の
経
営
者
に
低
利
率

で
融
資
を
あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

（
下
表
参
照
）。

　

ま
た
、
利
用
す
る
方
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
、
利
子
の
一
部

を
市
が
助
成
し
て
い
ま
す
（
各
表

の
「
利
率
」
欄
参
照
）。
な
お
、
利

用
の
際
は
申
し
込
み
受
け
付
け
後

に
書
類
の
審
査
と
実
質
調
査
を
行

い
ま
す
の
で
、
融
資
ま
で
に
４
週

間
前
後
か
か
り
ま
す
。　

月
中
の

１２

申
請
は
翌
年
の
実
施
に
な
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
申
し
込
み
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
産
業
振
興
課
労
政
商

工
係�
４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。　

　
　

月　

日
は
人
権
デ
ー
で
す
。

１２

１０

　

年
前
の
こ
の
日
、「
世
界
人
権
宣

５９言
」
が
国
連
総
会
に
お
い
て
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、　

月
４

１２

日
か
ら
こ
の
日
ま
で
を
「
人
権
週

間
」
と
し
て
、
市
で
は
法
務
省
と

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
、
都

な
ど
関
係
団
体
と
協
力
し
て
、
身

近
な
人
権
問
題
を
見
つ
め
直
し
、

差
別
や
偏
見
の
な
い
明
る
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
、
人
権
思
想
の
普

及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

勤
労
市
民
共
済
会
っ
て 

ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の

　

市
内
の
中
小
企
業
の
事
業
主
と

そ
こ
に
勤
め
る
従
業
員
を
会
員
と

し
て
、
福
利
厚
生
事
業
の
充
実
や

慶
弔
・
共
済
等
の
給
付
を
行
っ
て

い
る
勤
労
者
福
祉
の
団
体
で
す
。

産
業
振
興
課
内
に
事
務
局
が
あ
り
、

会
員
の
皆
さ
ん
の
ゆ
と
り
あ
る
生

活
の
た
め
に
安
心
し
て
活
用
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

ど
ん
な
人
が
入
れ
る
の

　

①
市
内
の
中
小
企
業
（
従
業
員

が
３
０
０
人
以
下
の
法
人
・
個
人
）

の
事
業
主
と
そ
こ
に
勤
め
る
従
業

　

郷
土
資
料
室
（
わ
く
わ
く
健
康

プ
ラ
ザ
内
）
で
は
、
８
月
か
ら
展

示
の
公
開
を
行
い
、
多
く
の
市
民

の
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
見
学
者
に
好
評
な
展
示

の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
ま
す
。

写
真
展
「
東
久
留 

米
の
昔
む
か
し
」

　

写
真
展
「
東
久
留
米
の
昔
む
か

し
」
で
は
、
展
示
公
開
記
念
企
画

と
し
て
明
治
〜
昭
和　

年
代
の
古

４０

い
写
真　

点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

５０

懐
か
し
い
東
久
留
米
の
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
と
大
変
好
評
な

た
め
、
写
真
を
少
し
ず
つ
変
え
な

員
　

②
市
内
在
住
で
、
市
外
に
所
在

す
る
中
小
企
業
に
勤
め
る
方
。

　

※
①
②
と
も
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の

方
も
加
入
で
き
ま
す
。

会

費

は

い

く

ら

　

一
人
に
つ
き
入
会
金
が
１
０
０

０
円
、
会
費
が
月
４
０
０
円
で
す
。

ど

ん

な

事

業

を 

行

っ

て

い

る

の

　

加
入
す
る
と
次
の
よ
う
な
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
よ
り
魅

力
的
な
職
場
づ
く
り
に
お
役
立
て

く
だ
さ
い
。

《
福
利
厚
生
事
業
》

　

宿
泊
施
設
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
等

が
安
く
利
用
で
き
ま
す
。

　

①
宿
泊
費
の
補
助
（
会
員
の
方

が
１
泊
以
上
の
旅
行
を
し
た
場
合
、

年
１
回
２
５
０
０
円
の
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
）

　

②
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
割
引
利
用

（
西
武
園
・
豊
島
園
の
フ
リ
ー
パ

ス
の
割
り
引
き
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
＆
シ
ー
の
メ
ン
バ
ー
シ

ッ
プ
カ
ー
ド
と
特
別
利
用
券
を
交

付
等
）

　

③
市
民
共
済
会
が
行
う
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
、
観
劇
な
ど
の
費
用

無
料
法
律
相
談
を
実
施

　

人
権
週
間
の
特
別
啓
発
活
動
の

一
環
と
し
て
、
財
団
法
人
東
京
都

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
で
は
電
話
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま

す
。

�
夜
間
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
【
日
時
】　

月
７
日
（
金
）
午
後

１２

５
時
〜
８
時

　
【
電
話
番
号
】　

・
５
８
０
８
・

０３

３
１
５
１
〜
３
１
５
２

　
【
相
談
時
間
】
１
人　

分
程
度

１０

　

詳
し
く
は
財
団
法
人
東
京
都
人

権
啓
発
セ
ン
タ
ー�
　

・
３
８
７

０３

１
・
０
２
１
２
ま
た
は�
　

・
３

０３

８
７
６
・
５
３
７
３
へ
。

が
ら
期
間
を
延
長
し
て
続
け
て
い

く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

歴

史

展

示

室

　

歴
史
展
示
室
で
一
番
目
を
引
く

の
は
約
５
千
年
間
の
変
遷
を
１
０

０
点
の
実
物
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
「
縄
文
土
器
コ
ー
ナ
ー
」
で
す
。

中
に
は
、
イ
ノ
シ
シ
の
装
飾
の
付

い
た
大
変
珍
し
い
土
器
や
、
昨
年

出
土
し
た
豊
か
な
模
様
に
飾
ら
れ

た
５
千
年
前
の
「
勝
坂
式
土
器
」

も
あ
り
ま
す
。

展

示

コ

ー

ナ

ー

　

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
日
常
生
活

で
使
わ
れ
た
民
具
を
展
示
し
て
い

ま
す
。
一
番
の
人
気
は
昭
和　

年
３０

代
に
使
わ
れ
た
氷
を
使
っ
て
冷
や

し
た
木
の
「
冷
蔵
庫
」
で
す
。
大

ヒ
ッ
ト
映
画
「
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ　

三
丁
目
の
夕
日
」
の
中
に
も
出
て

く
る
、
昔
懐
か
し
い
昭
和
の
面
影

で
す
。
そ
の
ほ
か
、
昔
の
東
久
留

米
の
特
産
だ
っ
た
麦
づ
く
り
の
道

具
も
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

�
　�
　�

　

郷
土
資
料
室
で
は
文
化
財
の
整

理
や
調
査
も
進
め
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
明
治
時
代
の
「
地
引
絵

図
」（
市
指
定
文
化
財
）
を
作
る
と

き
の
「
野
帳
（
の
ち
ょ
う
）」
と
呼

ば
れ
る
明
治
初
期
の
台
帳
の
存
在

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
約

７
千
年
前
の
縄
文
時
代
早
期
集
落

跡
と
し
て
知
ら
れ
る「
向
山
遺
跡
」

の
一
部
の
確
認
発
掘
調
査
も　

月
１０

に
行
い
ま
し
た
。

　

東
久
留
米
の
歴
史
と
ロ
マ
ン
に

あ
ふ
れ
た
「
郷
土
資
料
室
」
に
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
【
所
在
地
】わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ

ザ
北
棟
２
階

　
【
開
室
時
間
】月
曜
〜
土
曜
日
の

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
半

　
【
休
室
日
】
日
曜
日
、
祝
日
、
年

末
・
年
始
、
資
料
整
備
の
た
め
の

臨
時
休
室
日

　

詳
し
く
は
郷
土
資
料
室�
４
７

２
・
０
０
５
１
へ
。

育
て
よ
う　

一
人
一
人
の　

人
権
意
識

― 
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
い
の
な
い
命
を
大
切
に 
―

　
【
内
容
】講
演
会
＝
タ
レ
ン
ト

の
荒
木
由
美
子
氏
、「
家
族
の

絆
」
〜
感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉

に
し
よ
う
（　

分
）
▽
映
画
の

６０

上
映
＝
「
し
ゃ
べ
れ
ど
も
し
ゃ

べ
れ
ど
も
」（
１
０
９
分
・
日
本

語
字
幕
入
り
）

　
【
定
員
】
先
着
１
８
０
０
人

　

※
保
育
あ
り
（
１
歳
以
上
・

要
予
約
）、
手
話
通
訳
あ
り
。

　

詳
し
く
は
都
総
務
局
人
権
部

人
権
施
策
推
進
課�
　

・
５
３

０３

８
８
・
２
５
８
８
ま
た
は
市
総

務
部
総
務
課
庶
務
係�
４
７

０
・
７
７
１
４
へ
。

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

と
映
画
の
集
い

　
【
日
時
】　

月　

日
（
水
）
午

１２

１２

後
１
時
半
〜
５
時
（
予
定
）

　
【
会
場
】日
野
市
民
会
館
大
ホ

ー
ル
（　

中
央
線
「
日
野
駅
」

JR

か
ら
徒
歩　

分
）

１５

　
【
内
容
】ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー

ト
＝
歌
手
の
中
島
啓
江
氏
、「
生

き
る
力
」（　

分
）
▽
映
画
の
上

６０

映
＝
「
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
天
国
で
君
に

逢
え
た
ら
」（
１
１
８
分
・
日
本

語
字
幕
入
り
）

　
【
定
員
】
先
着
１
１
０
０
人

　

※
保
育
あ
り
（
１
歳
以
上
・

要
予
約
）、
手
話
通
訳
あ
り
。

講
演
と
映
画
の
集
い

　
【
日
時
】　

月
７
日
（
金
）
午

１２

後
１
時
半
〜
４
時　

分（
予
定
）

５０

　
【
会
場
】文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー

ル（
東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線「
後

楽
園
駅
」
か
ら
徒
歩
３
分
）

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第

回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権
週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

第　

回
人
権
週
間

５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９５９
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�
�
�
�
�
�
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�

（
上
）
写
真
で
市
の
歴
史
を
振
り
返
る
「
東
久
留
米
の
昔
む
か
し
」、（
中
）
縄

文
土
器
コ
ー
ナ
ー
の
勝
坂
式
土
器
、（
下
）
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
め
っ
た
に
見
ら

れ
な
い
木
の
冷
蔵
庫
を
は
じ
め
、
懐
か
し
の
民
具
が
勢
ぞ
ろ
い

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

中小企業への
各種資金融資

の
一
部
を
助
成

《
生
活
資
金
融
資
事
業
》

　

勤
労
市
民
共
済
会
生
活
資
金
融

資
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

融
資
金
額
＝
１
０
０
万
円
以
内

▽
融
資
利
率
＝
年
１
・　

㌫ 
▽
償

８０

還
期
間
＝
５
年
以
内
▽
使
途
＝
教

育
・
医
療
・
冠
婚
葬
祭
・
物
品
購

入
・
住
宅
補
修
・
そ
の
他
生
活
に

必
要
な
資
金
を
必
要
と
す
る
場
合

《
共
済
給
付
事
業
》

　

左
表
の
通
り
。

《
健
康
管
理
》

　

人
間
ド
ッ
ク
・
健
康
診
査
利
用

補
助
＝　

歳
以
上
の
会
員
で
年
１

３０

回
、
検
診
料
の　

㌫ 
の
利
用
補
助

２０

が
受
け
ら
れ
ま
す（
上
限
１
万
円
）

　

詳
し
く
は
同
会
事
務
局�
４
７

０
・
７
７
７
７
（
内
線
２
５
２
５
）

へ
。

人
権
週
間
に
都
で
実
施
す
る
行
事

い
ず
れ
も
入
場
無
料
、
当
日
直
接
会
場
へ

○女性の人権を守ろう○女性の人権を守ろう

○子どもの人権を守ろう○子どもの人権を守ろう

○高齢者を大切にする心を育てよう○高齢者を大切にする心を育てよう

○障害のある人の完全参加と平等を○障害のある人の完全参加と平等を

実現しよう　実現しよう

人権週間啓発強調テーマ

だ
よ
り

郷土資料室郷土資料室

Ｎｏ．１

ご利用ください！

小さな掛け金で大きな特典小さな掛け金で大きな特典 ！！

東久留米市勤労市民共済会
に入りませんか？

　１１月８日（木）現在、市民伝言板「会

員募集」「催し」は、いずれも４月１

日号までの発行号につき受け付けて

います（１２月１日号掲載分は１１月１２

日〈月〉まで）。なお、毎号「会員募

集」は先着１８件、「催し」は先着１２件、

１団体につき年間４回まで掲載でき

ます。

　詳しくは広報課�４７０・７７０８へ。

「市民伝言板」利用案内

　　　　　大規模小売店舗へ出店する中小企業事業者への融資制度一覧　　１９年４月１日現在
融資期間利　 率融資限度額融資対象融 資 要 件制度・条件

５年以内
（据え置き３
カ月を含む）

２．０２５％
本人０．６７５％
市補給
１．３５％

５００万円

出店に伴う、事業に必要
な原材料の仕入金および、
給料の支払いに必要な資
金等の流動的な資金

①市内および隣接５市の大規模小
売店舗に出店をすること
②個人の場合は、市内に引き続き
１年以上住所を有すること。法
人の場合は、市内に引き続き１
年以上本店所在地を有すること
③同一事業を引き続き１年以上営
んでいること
④市税の納税義務者であって、す
でに納期の経過した分の市税を
完納していること
⑤適切なる事業計画を有し、返済
見込みが確実であること
⑥東京信用保証協会または、東京
都農業信用基金協会の保証を得
られること
⑦出店契約書等確認の取れる書類
を添付すること

大 規 模
小売店舗
出 店 用
運転資金

中

小

企

業

資

金

融

資 ７年以内
（据え置き６
カ月を含む）

７００万円
出店に伴う、機械器具等
の購入に必要な資金

大 規 模
小売店舗
出 店 用
設備資金

※大規模小売店舗とは、一つの建物であって、その建物内の店舗面積（小売業を行うための店舗の用に供される床面積）が１，０００
�を超えるものをいいます。
※返済方法は、いずれの制度とも割賦償還。
※利率の適用は融資実行年月日の該当する年度となります。

慶弔共済給付金一覧
共済給付金額共　済　事　由
１０，０００円会員の結婚

祝
い
金

　６，０００円会員の子の出生

　５，０００円

小学校入学
会員の子の就学

中学校入学

会員本人２０歳成人祝金

会員本人６０歳還暦祝金

記  念  品会員本人７０歳古希祝金

１０，０００円休業１４日以上３０日未満
傷
病
見
舞
金

１５，０００円休業３０日以上６０日未満

２０，０００円休業６０日以上９０日未満

２５，０００円休業９０日以上１２０日未満

３０，０００円休業１２０日以上

交通事故による障害は最高で「交通事故の死亡」と同額
不慮の事故等による障害は最高で「不慮の事故死亡」と同額
すべての重度障害は「その他の死亡」と同額重

度
障
害
・

障
害
見
舞
金

　２４，０００円～
６００，０００円

交通事故（上記の給付金に加えて）

　８，０００円～
２００，０００円

不慮の事故（上記の給付金に加えて）

　１０，０００円～
２００，０００円

全焼・全壊、半焼・半
壊、一部焼・一部壊

火災等
住
宅
災
害
見
舞
金
・

慶
弔
金

６，０００円～
６０，０００円

全壊・流失、半壊、一
部壊、床上浸水

自然災害

１０，０００円同居の親族の死亡

　９００，０００円７１歳未満
交通事故の死亡

死
亡
弔
慰
金

　７５０，０００円７１歳以上

　５００，０００円７１歳未満
不慮の事故死亡

　３５０，０００円７１歳以上

　３００，０００円７１歳未満
その他の死亡

　１５０，０００円７１歳以上

５０，０００円配偶者の死亡（内縁関係も含む）

１０，０００円子の死亡（実子・養子・継子とこれからの配偶者）

　７，０００円親の死亡（実父母・養父母・継父母・義父母）
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　市農業委員会は、農業生産力の発展と農業経営の合理化を図
るため、さまざまな取り組みを行っています。昨年度はそれら
に加え「プラスワン運動」事業として、「子どもたちを守ろう
『農作業時セーフティ運動』（畑からの声掛け運動）」を実施し
ました。
　今年度はこの「プラスワン運動」のパートⅡとして、成人を
対象に、農家の協力を得て野菜、酪農、花などの農業現場を巡
る「農ウオーク」を開催します（協力は東久留米市地場産交流
組合、市健康づくり推進部会）。
　市民の皆さんに東久留米農業の大変さとすばらしさ、安全･安
心の丹精込めた農畜産物づくりの現場を見て、知って、そして
ゴールで地場産野菜等を使った豚汁を賞味いただきます。

「「農農ウウオオーークク」」参参加加者者募募集集
市内の農家を歩いて巡ろう

　【日時・集合場所】１２月１日（土）午前９時、野外訓練施設
（滝山球場横、下図参照）に集合
　※雨天の場合は２日（日）に順延します。車での来場はご遠
慮ください。
　【募集人員】先着５０人
　【参加費】３００円（保険代等。当日集金します）
　【コース】八幡町三丁目･中央町五丁目地内の農家５軒を徒歩
で巡ります。コース地図は当日配布します
　申し込みは１１
月１６日（金）か
ら電話で農業委
員会事務局�
４７０・７７４３へ（土
曜・日曜日、祝
日を除く午前８
時半～午後５
時）。
　詳しくは同委
員会事務局へ。
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